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な
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わ
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来
年
2
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m
起
時
刻
と
な
れ
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と
開
勺

司

3
一
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日
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予
定
し
て
い
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J
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て
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ま

す

謹告《自皆吉
@(!，国語-~

も
う
す
く
夏
休
み
」
チ
と
も
述
に
と

っ
て
、
オ
モ
チ
ャ
の
花
火
は
夏
の
夜
の

楽
し
み
の
ひ
と
つ
し
し
か
し
、
こ
の
花

火
も
原
料
は

h

火
薬
~
ひ
と
つ
間
違
え

ば
、
思
わ
ぬ
卓
抜
や
火
災
に
も
つ
な
が

り
か
ね
ま
せ
ん

大
人
の
皆
さ
ん
、
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と
も
達
か
花
火

で
遊
ぶ
と
き
に
は
①
注
意
審
き
を
よ
く

読
ん
で
聞
か
せ
る
②
木
を
入
れ
た
バ
ケ

ツ
を
用
意
さ
せ
る
③
恩
の
強
い
日
は
行

わ
な
い
④
人
や
家
に
花
大
を
向
け
な
い

専
の
き
ま
り
を
ヂ
ら
せ
ま
し
ょ
う
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時
か
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曹
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お
願
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幼
児
お
よ
び
小
学
4
年
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ま
で
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児
童
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高
校
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上
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て
く
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さ
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、
と
も
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短
か
く
ず
ん
く
り
様
が
あ
り
肢
は
白
く
背
と
屑
羽
は

型
で
す
。
夏
羽
は
、
白
い
閣
と
胸
に
亦
褐
色
で
旦
…
い
椋
が
あ
り
ま
す
」
冬
羽

で
は
、
よ
褐
色
味
が
な
く
な
り
、
事
と

h
の
ま
だ
ら
な
烏
と
な
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ま
す
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、
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の
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上
も
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着
陪
飛
行
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こ
と
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れ

」
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て
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ま
す
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真
・
西
械
は
也
、
文
高
筒
敏
夫
一

勝
ご
う
非
行
助
け
よ
う
立
ち
直
り

社
会
を
明
る

く
す
る
運
動

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、

す
べ
て
の
同
民
が
犯
罪
的
防
止
と
罪
を

犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解

を
深
的
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
か
え
け

わ
せ
、
犯
罪
め
な
い
明
る
い
杜
会
ふ
桑

こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
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こ
の
運
動
向
一
戸
町
と
し
て
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演
と
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打
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ま
す
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ん
円
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司
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史
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問
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合
わ
せ
厚
吐
課
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「
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談
室
よ
り
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消
防
署
な
ど
公
的
機
関
が
消
火
山
市
内

問
先
行
為
を
行
つ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

消
火
器
は
古
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な
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て
も
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市
さ
え
腐
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け
れ
ば
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消
火
器
内
訪
問
版
売
を
め
く
る
!
ラ
て
「
消
火
器
内
占
愉
に
来
た
し
と
い
薬
剤
の
布
効
期
間
は
、
境
自
家
庭
用

フ
ん
は
依
然
と
し
て
多
く
、
昨
年
度
に
う
の
て
消
火
器
を
み
せ
る
と
「
こ
れ
と
し
て
普
及
し
て
い
る
A
B
C
材
末
油

市
の
相
談
窓
口
に
寄
せ
り
れ
た
訪
問
聞
は
も
う
出
い
か
ら
新
し
い
も
の
と
交
換
火
器
の
も
の
で
5
年
間
と
い
わ
れ
て
い

売
に
関
す
る
相
誌
山
件
の
っ
ち
凶
作
し
た
ほ
う
か
い
い
」
と
新
ロ
聞
の
消
火
ま
す
。
購
入
年
月
日
、
薬
剤
詰
め
替
え

と
、
実
に
約
4
分
の
l
A
ゲ
」
t
H
め
ま
し
た
乎
乞
置
い
て
、
占
い
消
火
器
え
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は
叩
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ょ
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叫
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に
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、
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「
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を
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総
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す
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代
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っ
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い
な
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ぬ
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業
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依
頼
し
た
ほ
う
か
安
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慎
亙
に
し
ま
し
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ク
l
リ
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「
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を
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|ベンシMi::P持鵠頭公演|
居間sf手!と…際主裂のし、 NHK

等専にせ，著者して主主喜平安簿し丈三喜善るう事費

でうやごノキーボ イ漆のショ です。

砂級事事 守2臼〈土〉午後3務

密検入者選科 大人15C口問、高高校さ長以

下京JOOP弓ぐ全eE島常〉

置堅塁マン型鞠樫i
テレビ?と了おなじみ夕、ソチJ

「めぞlu 慈悲Jドラゴンi'R..-)uJ 

r;安少女ボフンナ浴室主Jを 孝に

上院葉。

がB善寺 おe8臼〈輩〉ホ 1芸Eヨキ

ネ湿巴午長う鴻

光雲雲傘てtゴ…*十…悪霊雲6*中央

公E実際警鐘:GJjjとをきだ叡

*泌総務;飽河売6ひろどり
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